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Abstract: 
A new locality of Eleocharis parvula (Roem. et Schult.) Link ex Bluff, Nees et Schauer 
(Cyperaceae) was found in a brackish lake, Lake Furen, in eastern Hokkaido, Japan. This is the 
second record of this species in Hokkaido and extends the eastern range of the species in Japan by 
ca. 65 km. The species occurred at the mouth of the river flowing into the salt marsh. The 
population of this species in 2023 comprised at least 26 patches with sizes ranging from 5 cm × 5 
cm to 1 m × 2 m, suggesting that the population consisted of less than 50 individuals. 
 
 
はじめに  
チャボイ Eleocharis parvula (Roem. et Schult.) Link ex Bluff, Nees et Schauer はカヤツリグ

サ科ハリイ属の塩湿地に生育する多年草である（星野ほか 2011）。本種は、形態的によく
似たマツバイ E. acicularis (L.) Roem. et Schult. と比べ、匍匐根茎の先に小塊茎を作ること
や柱基が膨らまないことなどで識別が可能である（庄司 1990）。 
本種は国内では本州（青森県、宮城県、岡山県）、四国（徳島県）、九州（対馬を含む）

に分布するとされていた（星野ほか 2011, Hoshino et al. 2020）。分布域が限られることから、
環境省レッドリスト 2020では絶滅危機 II類（VU）に指定されている希少種である（早坂 
2015, 環境省 2020）。国外においては、中国、ヨーロッパ、南北アメリカなどに広く分布
する（Smith et al. 2002, Dai & Strong 2010）。 
しかしながら、2017年に北海道での本種の分布が網走地方の濤沸湖で初めて確認された 
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図 1. 北海道におけるチャボイの分布（国土数値情報をもとに作成）．A: 濤沸湖と風蓮湖の位
置関係．白丸（○）: 濤沸湖の既知産地. 黒丸（●）: 今回発見した風蓮湖の新産地．B: 風
蓮湖周辺の拡大図．北岸の河口部に生育（●）． 

 
（冨士田ほか 2017, 図 1A）。濤沸湖の生育地は流入河川である丸万川河口付近や濤沸湖下
流部の潮汐の影響で水没と陸化を繰り返す汽水域の塩湿地とされる（冨士田ほか 2017）。
その一方で、北海道に隣接する千島列島や樺太からの本種の分布は知られていない

（Barkalov 2009, 高橋 2015, 高橋 印刷中）。また、カムチャツカ半島のチャボイについて
は、大井（1962）において「Hulténのカムチヤツカ植物誌によると欧州アメリカ，・・・チ
ベットに至り，またシベリアに少数カ所，カムチャツカにーカ所が知られている」とある

ものの、Hultén (1927) や Komarov (1927) といった当時のカムチャツカの植物誌に本種は
掲載されていない。さらに、近年のカムチャツカ半島の植物誌やレッドリストにも本種は

掲載・引用されていない（Tsinzerling 1985, Petrovskiy et al. 1996, Yakubov and Chernyagina 
2004, Bakalin et al. 2018）。 
したがって、これまで濤沸湖が北海道内唯一のチャボイの産地であり、この産地が国内

における本種の北限および東限とされていたが、筆者らは、2023年 7月および 9月に北海
道根室地方風蓮湖北岸（図 1A）で道内 2箇所目となるチャボイの生育を確認したので、こ
こに報告する。 
 
北海道根室地方風蓮湖のチャボイ  
風蓮湖は根室湾に面した面積約 56.4 km2、周囲長 93.5 kmの大型の汽水湖であり（北海

道環境科学センター 2005）、チャボイは野付郡別海町本別海から流入する小河川の河口部
に集団で自生していた（図 1B）。2023年 7月および 9月の現地調査では開花株を確認する
ことはできなかったが、匍匐根茎の先に小塊茎をつけること（図 2A）、塩湿地と思われる
環境で確認されたことから、本種として同定に至った。植物体は小型で、匍匐根茎の先端

の小塊茎は 2.5 mmほどの大きさであった。稈は細く、高さ 2.0−3.0 cmで、基部の鞘は黄
褐色から黄白色であった（図 2A）。 
生育地は、河口部において緩く扇状に広がった流入河川の間に島状に堆積した泥上であ

った（図 2B−D）。それぞれの島の上に、マット状に広がったチャボイがパッチを形成して
いた（図 2C）。踏査から推定される生育地の範囲は 500 m2以上で、この範囲内に 26の 
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図 2. チャボイとその生育環境. A: チャボイの全草. 匍匐根茎の先に小塊茎が確認できる（黒矢
印）．B: 新産地周辺の生育環境. C: マット状のチャボイ集団が点在する様子（白矢印）．D: 生
育の現状. E: チャボイ集団にウシオツメクサ（a）やヒメウシオスゲ（b）が隣生している様
子. Aは 2023年 9月 23日、Bと Dは 2023年 7月 18日、Cと Eは 2023年 9月 20日に撮影. 

 
パッチが見られた。ただしパッチ間の境界が不明瞭で計数し難い場合がしばしばあり、今

回は明瞭な分断が見られる場合のみ異なるパッチと認識して計数した。パッチのサイズは

5 cm × 5 cmから 1 m × 2 m程度であった。多くの場合、パッチ内に本種と混生する他の維
管束植物は見られなかったが、稀にヒメウシオスゲ Carex subspathacea Wormsk. やウシオ
ツメクサ Spergularia marina (L.) Griseb. といった塩湿地を好む種が隣接して生育している
こともあった（図 2E）。本種は根茎や小塊茎で栄養繁殖するクローナル植物であるために
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個体数の推定は困難であるが、1つのパッチが 1個体から形成されていると仮定し、境界
が不明瞭なパッチの扱いや見落としがあることを踏まえても、今回発見した生育地での個

体数は 50個体未満と思われる。 
生育地およびその周辺には広大な塩湿地が広がっている（図 2B）。上記のとおりパッチ

内に混生する他種は少なかったが、周囲にはアッケシソウ Salicornia europaea L.、ヒメウ
シオスゲ、シオクグ Carex scabrifolia Steud.、エゾツルキンバイ Potentilla anserina L. subsp. 
pacifica (Howell) Rousi、エゾハコベ Stellaria humifusa Rottb.、ホソバノシバナ Triglochin 
palustris L.、ウミミドリ Lysimachia maritima (L.) Galasso, Banfi et Soldano var. obtusifolia 
(Fernald) Yonek. 等の生育が見られた。周辺一帯は、野付風蓮道立自然公園の第 2種特別地
域に指定されており、2023年 7月および 9月の現地調査時点ではチャボイの集団に対する
人間活動の影響は見られず、鳥獣によるチャボイへの踏み荒らし等の痕跡も確認されなか

った。 
 
北海道におけるチャボイの分布  
北海道大学総合博物館陸上植物標本庫（SAPS）においてチャボイの標本調査を行ったと

ころ、北海道内で採集された本種の標本が 4点 5枚あり、いずれも 2018年 5月および 8
月に濤沸湖で採集されたものであった（H. Hayashi 21022509, SAPS056488−056489; T. 
Shimazaki s.n., SAPS053572; N. Nitta s.n., SAPS064947 & SAPS064948）。また、北海道大学北
方生物圏フィールド科学センター植物園（SAPT）には、冨士田ほか（2017）の証拠標本と
その著者らによって濤沸湖で採集されたチャボイの標本が 8点 8枚存在する（M. Kanno et 
al. 140704084, SAPT40711; M. Kanno et al. 140826051, SAPT40705; Y. Ohashi 1-3, 5, 7-8, 
SAPT 40783−40788）。 
上記のように濤沸湖以外で採集された標本は発見できなかったため、濤沸湖から南東に

約 120 km離れた位置にある風蓮湖でのチャボイの発見は、チャボイの国内での分布の東
限を約 65 km更新することとなった。しかし、北海道東部には風蓮湖よりも東部に位置す
る温根沼やトーサムポロ沼を含め多くの汽水湖や塩湿地がある。特に、今回発見した産地

が濤沸湖と同じく流入河川の河口部であったことは興味深い。道内の湖沼は面積が大きい

上に湖岸の周囲に道路等がなく流入河川河口部への到達が困難であることも多く、トーサ

ムポロ沼のようにすでに水生植物相調査が報告された湖沼（冨士田・菅野 2020）であって
も、このような環境が未調査という場合もある。汽水湖の流入河川河口部を重点的に調査

することで、国内における本種の分布の北限や東限をさらに更新するチャボイ集団が今後

見出される可能性がある。 
 

証拠標本  
証拠標本は北海道大学総合博物館陸上植物標本庫（SAPS）に収蔵されている。 
 
北海道 . 野付郡別海町本別海 風蓮湖北岸, 2 m alt. (H. Ishikawa, S. Okuyama & K. Shutoh 

480, 18 July 2023, SAPS070997−070998; H. Ishikawa, H. Fujita & K. Shutoh 1040, 20 Sep. 2023, 
SAPS070999−0710000). 
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確認標本  
北海道 . 網走市小清水町 濤沸湖 (H. Hayashi 21022509, 13 Aug. 2018, 

SAPS056488−056489; T. Shimazaki s.n., 24 Aug. 2018, SAPS053572; N. Nitta s.n., 21 May 2018, 
SAPS064947; N. Nitta s.n., 24 Aug. 2018, SAPS064948; M. Kanno, H. Fujita & A. Lee 
140704084, 4 July 2014, SAPT040711; Y. Ohashi 1, 3 Aug. 2014, SAPT040783, M. Kanno & E. 
Ambo 140826051, 26 Aug. 2014, SAPT040405; Y. Ohashi 2, 23 Aug. 2015, SAPT040784; Y. 
Ohashi 3, 24 Aug. 2015, SAPT040785; Y. Ohashi 5, 24 Aug. 2015, SAPT040786; Y. Ohashi 7, 26 
Aug. 2015, SAPT040787; Y. Ohashi 8, 28 Aug. 2015, SAPT040788).  
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